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研究成果の概要（和文）：　本申請研究は、滋賀県を主なフィールドとして、この地域に多い両墓制と民俗的火
葬墓制を、仏教的な極楽往生信仰としてとらえた。これまでの研究では、両墓制は、仏教的存在ではなく、日本
固有の民俗信仰としてとらえられてきた。しかし、本申請研究では、詳細なフィールド調査により、両墓制とは
そのようなものではなく、典型的な仏教民俗であることを論証した。それにより、従来の両墓制研究に対して、
新たな知見を提出した。

研究成果の概要（英文）： Japanese grave was understood as Japanese ethec own culture by previous 
research. But the study proved that Rpyobosei and cremation in Shiga prefecture were Buddhism folk. 
I obtained new research results about Japanese grave.    

研究分野： 民俗学　歴史学

キーワード： 両墓制　火葬墓制

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本申請研究は、これまで日本の民俗学および人文科学が、固有信仰の典型例としてとらえてきた両墓制を、主
に滋賀県をフィールドとした調査・研究により、それがそうではなく、仏教的な西方極楽信仰であることを論証
した。同時に、この地域は、伝統的な民俗的な火葬墓制が両墓制と併存しており、それが両墓制以前を示す仏教
的な墓制であることを指摘した。本申請研究は、これらの指摘により、通説に対して再考をうながし、日本の墓
制および葬送儀礼研究に新たな知見を付け加えたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本申請研究を開始する当初、日本の墓制研究は、研究史上もっとも中心をしめてきた両墓制研
究において、それを日本の固有信仰としての祖霊信仰ととらえるというものであった。その通説
の原型を形作ったのは、『先祖の話』（1946、筑摩書房）などによる柳田国男の説であった。その
後、それは、柳田国男の弟子最上孝敬などに継承され、最上の『詣り墓』（1956、古今書院）は
その通説を確固たるものとした。その内容を具体的にいえば、両墓制は、遺体埋葬地と石塔建立
地とがいちじるしく離れ、空間的に分離している墓制をいい、そのうちの石塔こそが日本の固有
信仰としての祖霊信仰を示すとされた。 
 以後、日本墓制、その典型例としての両墓制を、固有信仰としての祖霊信仰とする通説は、民
俗学のみならず、他の人文科学においても通説とされ現在に至った。しかし、申請者はこの通説
を岩田［2003］［2006］［2010］などによって再検討した結果、それを固有信仰論によってとら
えるには無理があり、民俗的世界における仏教受容によるものではないかという仮説に到達し
た。 
 本申請研究は、申請者におけるこのような先行研究に対する再検討に基づいている。 
 
２．研究の目的 
 本申請研究は、上記の再検討に基づき、両墓制について、あらためて両墓制とは何か、それを
明らかにすることを目的とした。そして、そのために、下記のような仮説をたてた。 
 一つは、両墓制は、日本の固有信仰としての祖霊信仰ではなく、仏教的な西方極楽信仰が民俗
的世界に受容された仏教民俗ではないか、ということである。通説では、両墓制の石塔墓地を祖
霊信仰の典型例とするが、しかし、実際に両墓制の石塔墓地を確認してみると、それは寺院境内
墓地として存在することが圧倒的に多く、この事実のみをもってしても、両墓制を仏教と分離さ
せてとらえることはできないのではないか、と考えた。 
 もう一つは、両墓制が濃厚に分布する滋賀県など近畿地方から北陸地方にかけては、両墓制と
民俗的火葬墓制が並存する場合が多いため、両者を同質な墓制としてとらえることができるの
でのはないだろうか、ということである。民俗学だけではなく、他の人文科学でも、伝統的な民
俗的火葬墓制については研究のみならず着眼すら少ない。しかし、民俗的火葬墓制が広範囲に存
在してきたことも事実であり、この民俗的火葬墓制と両墓制とを相互連続性の上でとらえるこ
とが必要ではないか、と考えた。 
 
３．研究の方法 
 上記の研究目的を達成するために、本申請研究では、両墓制と民俗的火葬墓制が並存する地域、
特に滋賀県を中心として周辺地域までを主なフィールドとして、そこに存在してきた、両墓制と
民俗的火葬墓制を、フィールド調査によって、比較研究する方法をとった。 
もっとも重視した研究方法のひとつは、両墓制の遺体埋葬地と民俗的火葬墓制の火葬場の比

較である。遺体埋葬と火葬という、遺体処理方法には相違があるとはいえ、そこにおける葬儀最
後の野葬礼、そこに存在する六地蔵・棺台・「南無阿弥陀仏」などの石碑などについてみると、
遺体埋葬地と火葬墓とはそこでの儀礼およびの空間配置が、きわめて類似することも理解でき
た。それにより、研究目的とした、両者の仏教民俗的存在としての把握が論証できるのではない
かと考えた。 
 もうひとつの重視した研究方法をあげると、両墓制の遺体埋葬方法と民俗的火葬墓制の火葬
骨処理方法の比較である。両墓制では、遺体を埋葬するだけで、その埋葬地を顧みず参拝さえし
ないという事例が多い。遺体が実質的に祀り捨てられる。いっぽう民俗的火葬墓制では、集落の
火葬場で火葬すると、遺骨収集は部分収骨が圧倒的に多く、遺棄される火葬骨も多く、かつては、
全部が遺棄されたという事例さえあった。このような、両墓制の遺体埋葬と民俗的火葬墓制の火
葬骨処理方法とを比較し、それによって、両者の同質性を明らかにする方法をとることにより、
両者ともが、遺体・遺骨を軽視しているという事実を明らかにすることができると考えた。 
 
４．研究成果 
 上記の研究の研究方法によるフィールド調査により、本申請研究では下記の成果を得ること
ができ、また、その成果を公表した。 
⑴両墓制の遺体埋葬地と民俗的火葬墓制の火葬場、またそこでの野葬礼を比較検討したとき、両
者ともが、そこで行なわれている儀礼としては、仏教的西方極楽信仰に基づくものであった。も
っともわかりやすい事実をもってそれを説明すれば、両者ともが、最後の野葬礼を行なう際、野
辺送りのあと柩を置く棺台の前にはその多くで「南無阿弥陀仏」などの西方極楽信仰を意味する
石塔があった。遺体埋葬の前、また、火葬の前、それは「南無阿弥陀仏」の前で最終儀礼が行な
われていたのである。明らかに、そこで示されるのは、「固有信仰」としての祖霊信仰ではなく、
仏教的な西方極楽信仰であった。 
⑵このように、仏教民俗として両墓制と民俗的火葬墓制を理解することができたが、それととも
に、両者の比較によって、民俗的火葬墓制から両墓制への移行が明らかになった。具体的移行の
経過を証明できた事例もあり、また、それは明治以降、近現代の移行である事例すらあった。ま
た、それとともに、仏教宗派による違いも明らかになった。浄土真宗を檀那寺とする集落では民
俗的火葬墓制を継続し、浄土真宗以外の宗派（滋賀県では天台真盛宗・浄土宗・曹洞宗などが多



い）では両墓制をとることが多いことも明らかになった。この宗派による違いがなぜ生じている
のか、今後の課題としても取り組んでいきたいが、いずにせよ両者ともが西方極楽信仰による墓
制をとることを本申請研究は明らかにすることができたと考えている。 
⑶上記の成果として、もっとも主なものとして、岩田［2017］［2018］をまとめ公表した。 
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